
令和　４　年度　指定管理者事業報告書　　　　　　　　　【別紙４】

施設名称

指定管理者名

指定期間

開館日数

開館時間

管理上の特記事項

利用者数

利用団体数

平日 55.6% 算出方法　貸室の利用率を算出

土日 44.8% 算出方法　貸室の利用率を算出

平均 50.2% 算出方法　貸室の利用率を算出

修繕、滅失の
状況とその対
応結果

○エレベーターの修繕を行った（４月）
○ロビー、２階社会適応訓練室、作業室１の換気扇の取替、修繕を行いました。
（４月）
○１階女子トイレ便座の修繕を行いました。（１０月）
○１階男子トイレ止水弁（手洗い用）修繕を行いました。（１２月）
○消防設備における非常誘導灯バッテリーの交換修理を行いました。（２月）
○中庭の樹木の剪定を行いました。（２月）
○中庭に芝生の養生、施肥を行いました。（適宜）

その他

○クビアカツヤカミキリが発生したため随時駆除を行いました。（※今後も発生が
懸念される）
○障がい者福祉センターあかみね運営委員会（令和４年６月３０日）を開催し、
サービスの向上を図るとともに事業運営の適正化を図りました。

稼働率

自主事業の実
施内容及び状
況

[デイサービス事業]

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和４年７月２８日より９月２０

日の間、休館に伴い、クラブ・教室などの事業および貸室業務は中止しており、

生活介護事業のみ開所しました。
○休館前後は、クラブ・教室などについては利用人数に制限をかけ感染対策を行い
ながら、事業を実施した。また、コロナウイルス感染症の影響で、自宅に籠りが
ちな方には個別に連絡をとるなど、安否確認等も行いました。
○障がい児・者や家族などの自助グループの活動を支援しました。

[生活介護事業]
○重度心身障がい者(医療的ケアを含む)への受け入れ体制を随時整えていました。
○個別支援・リハビリ訓練を充実させた。

[全　体]
○「防災・避難訓練」を開催し、個々人の災害発生時に対する行動や意識の再確
認を行った。福祉避難所マニュアルについては、受け入れの対象者など確定する
ことでより現場に即した物に変更していきます。
○地域のまちづくり協議会の事業などにも参加し、今後連携ができる体制づくりを
行いました。

アンケートな
ど
意見聴収状況
及び対応

○あかみね「防災・避難訓練」にて防災に関するアンケートを実施。
○あかみね「防犯訓練」にて防犯に関するアンケートを実施
○クラブ・教室対象に送迎バスに関するアンケートを実施。
○ボランティア講習会にてアンケートを実施
○あかみねフェスティバルにてアンケートを実施
(別紙　アンケート集計　参照)

苦情又は事故
の発生状況と
その対応結果

○苦情に関しては、特にありませんでした。
○１月末寒波により、路面凍結が起こり、施設前の道路でスリップ事故が多発し当
施設の外壁などが破損した。

利用実績

　　１０，９８８名（障がい者　６，４６９名　・　その他　４，５１９名）

　利用者登録：５０５名　　利用団体数：２０団体　　

主な行事及び
参加人数

A　各行事及び参加人数　別紙　利用者数総計　参照

B

C

　河内長野市立障がい者福祉センター　あかみね

　社会福祉法人　河内長野市社会福祉協議会

　令和　４　年　４　月　～　令和　５　年　３　月　　

運営状況

　２４６日

　午前９時～午後５時まで

　※条例（研修室などの使用の特例）の規程に応じて、開館時間以外の対応しています。


